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○ 何人かの子どもにお菓子を分けます。１人に４個ずつ分けると５個余り，１人に

６個ずつ分けると７個足りなくなります。この数量の関係から次の２つの方程式

をつくるとき，それぞれのχの表すものは何か答えなさい。 
 

① ４χ＋５＝６χ－７ 

 

②  
 

○ 次の問いに答えなさい。 

③ 比の値が４となるものをすべて選び，記号で答えなさい。 

(ア)４：20 (イ)16：４ (ウ)１：４ (エ)２：0.5 

 

[①～③ 知識・理解］  

④ １個χ円のオレンジ 15 個と 600 円のスイカ１個を買ったときの代金は，同じ値

段のオレンジ６個と 120 円のリンゴ１個を買ったときの代金の３倍になりまし

た。この数量の関係から方程式をつくり，オレンジ１個の値段を求めなさい。 

 

 

 
 
⑤ 旅行でカナダから帰国した佐藤さんが，３０カナダドルを両替したところ２４

６０円になりました。石井さんの１２カナダドルを日本円に両替するといくら

になりますか。比例式をつくって計算しなさい。ただし、手数料は考えないも

のとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 弟は８時 30分に家を出発し，１㎞ 離れた駅に毎分 70mの速さで歩いて向かいま

した。それから８分後に，姉が弟の忘れ物に気づき，自転車に乗り毎分 210m の

速さで弟を追いかけるために，家を出発しました。姉が家を出発してから，χ分

後に弟に追いつくとして，方程式をつくり，何分後に追いつくか求めます。 
 

⑥  方程式をつくるために，自分が考えた図または表をかきなさい。 
     
   図または表 

 

 

 

 

 

⑦  ⑥の図または表をもとに，方程式をつくりなさい。 
 

方程式 

 
  

 

○  次の問いに答えなさい。 

⑧ 身近な場面を取り上げ，方程式が次のような式になる問題をつくりなさい。 

1000－(４χ＋70)＝330 

 

 

 

 

 

 

［⑥～⑧ 見方や考え方］ 

単元名：〔方程式，方程式の利用（啓林館）〕〔１次方程式の利用（東京書籍）〕 

 

１年（  ）組（  ）番 名前（           ）  

①～③    ④⑤     ⑥～⑧     得点 

（  ／３） （  ／２） （  ／３）  （  ／８） 

知識・理解   技能    見方や考え方      

比例式 

  

               答え 

方程式 

  

                答え 

６

χ＋７
＝

４

χ－５

［

［④⑤ 技能］ 

 



　　単　　元　　名

見
方
や
考
え
方

技
能

知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

① ○ ○ 90%

② ○ ○ 90%

③ ○ ○ 85%

④ ○ ○ 80%

⑤ ○ ○ 80%

⑥ ○ ○ 80%

⑦ ○ ○ 80%

⑧ ○ ○ 80%

3 2 3 1 5 2 83%

問
題
番
号

イ，エ

問題形式

目
標
正
答
率

出　題　の  ね  ら　い 解　答　例

中学校第1学年　単元別確認テスト６　出題のねらい及び解答例，評価の観点，目標正答率一覧

　〔３章１　方程式（啓林館 P.91～P.92），３章２　方程式の利用（啓林館 P.93～P.100）〕　〔３章２　１次方程式の利用（東京書籍 P.93～P.101）〕

〈学習指導要領〉

Ａ　数と式

（３）方程式について理解し，一元一次方程式を用いて考察することができるようにする。

　　ア　方程式の必要性と意味及び方程式の中の文字や解の意味を理解すること。

　　ウ　簡単な一元一次方程式を解くこと及びそれを具体的な場面で活用すること。　

代金と個数の関係から，一元一次方程式をつくり，解くことができる。

評価の観点

２つの事柄の関係から，比例式をつくり，解くことができる。 ３０：2460＝１２：x 　答え９８４円

過不足の関係を表した一元一次方程式で，χが表す意味を理解している。 子どもの人数

過不足の関係を表した①とは別の一元一次方程式で，χが表す意味を理解してい
る。

お菓子の個数

１５χ＋６００＝３（６χ＋１２０）
答え８０円

比の値の意味を理解している。

合　　計　　８　　問　　

与えられた情報から時間，距離，速さの関係をとらえ，図または表を表すことがで
きる。

図または表は省略

与えられた情報から時間，距離，速さの関係をとらえ，式をつくることができる。 　　２１０χ＝７０（χ＋８）

与えられた一元一次方程式をもとに，具体的な事象の中の数量の関係を考えること
ができる。

ペン４本と70円のノート１冊を買って
1000円払ったら，おつりは330円でした。
ペン１本の値段を求めなさい。
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○ 次の問いに答えなさい。 

 

(ア)   χ  …１ ２ ３ ４ ５… 

 ｙ  …２ ４ ６ ８ 10… 

 

(イ)    χ  … １  ２  ３  ４  ５… 

ｙ  …－３ －６ －９ －12 －15… 

 

  (ウ)   χ  …１ ２ ３ ４ ５… 

   ｙ  …４ ６ ８ 10 12… 

 

 

 

［①② 知識・理解］ 

○ 次の問いに答えなさい。 

③ ｙはχに比例し，χ＝２のとき，ｙ＝－８です。 

χ＝－３のときのｙの値を求めなさい。 

  

 ④ 点（０，－３）を右の図の中に・印でかきなさい。 

                            

⑤ ｙ＝  χのグラフを右の図にかきなさい。       

 

 ⑥ ⑤のグラフをかく方法を説明しなさい。 

 

 

 

 

⑦ 右の図で，直線 ℓ の式を求めなさい。 

 

 

［③～⑦ 技能］ 

 

 

 

 

 

○ 20Ｌのガソリンで480km走る自動車があります。次の問いに答えなさい。 

⑧ 「この自動車に30Ｌのガソリンを入れてスタートしてから，600km地点では

何Ｌのガソリンが残っているか，求めなさい。」という問題で，原さんは次の

ように考えて，計算しました。(ア)～(ウ)にあてはまる数字を入れなさい。 

     

 

 

 

 

 

  ⑨ ⑧の問題を，青木さんは次の方法で計算しました。続きを書きなさい。 

     

 

 

 

 

 

 

○ Ａ中学校には深さ1.3ｍの50ｍプールがあります。次の問いに答えなさい。 

⑩ プール掃除が終わったので，プールに，一定の割合で水を入れることにしま

した。保健体育の先生は，水を入れるために，３回プールに行くことにしま

した。３回目にプールに行く時間を知るためには，２回目にプールに行った

ときに，何をしておけばよいか答えなさい。 

   

・１回目・・・バルブを開け，プールの水を入れ始める。 
    

 

 

 

    ・３回目・・・プールに水が入ったので，バルブを閉める。 

［⑧～⑩ 見方や考え方］ 

ア  

イ  

ウ  

この自動車はχkmを走るのにはｙＬのガソリンが必要なので， 

単元名：〔関数，比例（啓林館）〕〔関数，比例（東京書籍）〕 

１年（  ）組（  ）番 名前（           ）  

①②    ③～⑦    ⑧～⑩      得点 

（  ／２） （  ／５） （  ／３）  （  ／１０） 

知識・理解   技能    見方や考え方      

 

３

２

① ｙがχに比例するものを 

(ア)～(ウ)の中からすべて 

選び，記号で答えなさい。 

 

 

② ①で答えた理由を書きなさ

い。 

 

 

この自動車はχＬのガソリンでｙkm走るとして，ｙをχ

の式で表すとｙ＝( ア )χになり，ｙ＝600 を式に代

入するとχ＝( イ )となり，残りのガソリンは 

30－( イ )＝( ウ )   答え（ ウ ）Ｌ 

6 
5 
4 
3 
2 
1 

1 2 3 4 5 6 Ｏ - 4 - 5 - 6 - 3 - 2 - 1 
- 1 
- 2 
- 3 
- 4 
- 5 
- 6 

x 

y 

ℓ 

・２回目・・・ 



　　単　　元　　名

　　ア　関数関係の意味を理解すること。

見
方
や
考
え
方

技
能

知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

① ○ ○ 90%

② ○ ○ 80%

③ ○ ○ 90%

④ ○ ○ 90%

⑤ ○ ○ 80%

⑥ ○ ○ 70%

⑦ ○ ○ 80%

⑧ ○ ○ 80%

⑨ ○ ○ 70%

⑩ ○ ○ 70%

3 5 2 1 5 4 80%合　　計　　１０　　問　　

具体的な事象の中にある二つの数量の関係を，与えられた情報をもとに考察し
比例の関係を用いて，答えを考えることができる。

具体的な事象から変域をもとに考えることに気づき，どのような情報が必要か
を考察することができる。

ｙ＝　 χになり，χ＝６００を式に代入するとｙ＝２５となり，

残りのガソリンは３０－２５＝５　　　答え　　５　　L

【２回目】
　１回目からの時間と，水位が何m増えているかを計る。その計っ
た値をもとに時間と水位の関係の式を立て，水位が1.3mになる時
間を求める。

具体的な事象の中にある二つの数量の関係を，多様な考え方を考察することが
できる。

ア ２４， イ ２５， ウ ５

グラフから比例定数をよみとり，χとｙの関係を式に表すことができる。

比例の意味を理解している。 (ア)，(イ)

比例の特徴を理解している。
例　・ｘを値が２倍，３倍にすると，ｙの値が２倍３倍になって
      いる。
　　・   の値が一定になっている。など

座標の点をとることができる。 省略

文字を変数として扱い，χに対応するｙの値を求めることができる。 12

比例のグラフのかきかたを説明することができる。
（例）ｙ＝ａｘのグラフは原点を通る直線なので，（０，０）と
      比例定数から（２，３）の座標をとって直線をひく。

問
題
番
号

評価の観点

比例のグラフをかくことができる。 省略

出　題　の  ね  ら　い 解　答　例

問題形式

目
標
正
答
率

中学校第1学年　単元別確認テスト７　出題のねらい及び解答例，評価の観点，目標正答率一覧 　

　〔４章１　関数（啓林館 P.104～P.108），４章２　比例（啓林館 P.109～P.119）〕　〔４章１　関数（東京書籍 P.104～P.109），４章２　比例（東京書籍 P.110～P.123）〕

〈学習指導要領〉

Ｃ　関数

  (1)具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを通して，比例，反比例の関係についての理解を深め
    るとともに，関数関係を見いだし表現し考察する能力を培う。

　　イ　比例，反比例の意味を理解すること。

　　エ　比例，反比例を表，式，グラフなどで表し，それらの特徴を理解すること。

　　ウ　座標の意味を理解すること。

y

x

24

1

ｙ＝－
３

４
χ



x

y

O

A

B

C
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○  次の問いに答えなさい。 

 

χ … 1 2 3 4 5 … 

ｙ … 10 8 6 4 2 … 

 

χ … 1 2 3 4 5 … 

ｙ …      … 

  

χ … 1 2 3 4 5 … 

ｙ … 3 6 9 12 15 … 

 

 

 

 

② 右の図で(1)は双曲線です。(1)を表す式として最も適切 

な式を，次の(ア)～(ウ)の中から選び，記号で答えなさい。 

 

(ア)χｙ＝－４  (イ)  ＝－２  (ウ)ｙ＝   

  

［①② 知識・理解］ 

 

○ ｙはχに反比例し，χ＝２のとき，ｙ＝－４です。次の問いに答えなさい。 

③ この反比例のグラフを右の図にかきなさい。 

 

 

④ ｙ＝16のときのχの値を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 船木さんたちは，次の問題を考えています。あとの問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

  

 ⑤ 船木さんは点Ａの座標から比例定数 a を求めました。 

 比例定数a を求めなさい。 
 
⑥ 佐藤さんが，「三角形ABCの底辺を（ ア ）とすると，面積が５㎝２なので，高

さを求めることがきる。」と教えてくれました。（ア）に入る辺と高さを答えな

さい。 

   

 

⑦ 高さから点Ｃのχ座標を求め，比例定数を使ってｙ座標も求めなさい。 

 

 

○ ある中学校の３年生の生徒が，修学旅行で班別見学をすることになりました。１

つの班を６人で編成すると，ちょうど 30 班できます。１つの班をχ人で編成す

るとき，できる班の数をｙとして，次の問いに答えなさい。 

⑧ ｙをχの式で表しなさい。 
 

 

［③～⑧ 技能］ 

○ 片山さんはＡ町からＢ町まで自転車で行きました。次の問いに答えなさい。 

 ⑨ 時間，距離（道のり），速さで，ｙ＝  となる反比例の関係を，１０とχとｙ

に単位をつけて，文章で表しなさい。 

 

 

 

右の図のように，ｙ＝  のグラフがあります。このグ

ラフ上の点Ａ(－３，－２)からχ軸に引いた垂線とχ軸

との交点をＢとするとき，三角形ＡＢＣの面積が５㎝２

になるグラフ上の点Ｃの座標を求めなさい。（座標軸の 

１目盛りを１㎝とする) 

 

単元名：〔反比例（啓林館）〕〔反比例（東京書籍）〕 

 

１年（  ）組（  ）番 名前（           ）  

①②      ③～⑧      ⑨       得点 

（  ／２） （  ／６） （  ／１）  （  ／９） 

知識・理解   技能    見方や考え方      

3

x

① ｙがχに反比例するもの

を(ア)～(ウ)の中から選

び，記号で答えなさい。 

また，選んだ理由も書き

なさい。 

ｙ

χ

Ｏ

-5

ｙ

χ
5-5

5

a

x

記号 

(理由) 

 

（ア）           高さ 

点Ｃ（    ，   ） 

10

x

 

 

［⑨ 見方や考え方］ 

（ア） 

（イ） 

（ウ） 

-60  -30  -20  -15  -12 



　　単　　元　　名

　　ア　関数関係の意味を理解すること。

見
方
や
考
え
方

技
能

知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

① ○ ○ 80%

② ○ ○ 90%

③ ○ ○ 80%

④ ○ ○ 70%

⑤ ○ ○ 90%

⑥ ○ ○ 80%

⑦ ○ ○ 75%

⑧ ○ ○ 75%

⑨ ○ ○ 70%

1 6 2 1 6 2 79%

点Ｃ（２，３）

（ア）

座標の特徴を利用して三角形の底辺と高さを求めることができる。

文字を変数として扱い，χに対応するｙの値を求めることができる。

（ア）　ＡＢ，　高さ　５ｃｍ

6

文字を変数として扱い，ｙに対応するχの値を求めることができる。

反比例の関係を式に表すことができる。

省略

合　　計　　９　　問　　

具体的な事象の中にある二つの数量が反比例の関係になっていることに気づき，
式を求めることができる。

具体的な事象の中にある二つの数量が反比例の関係になっていることに気づき，
文章を考えることができる。

（例）片山さんはＡ町からＢ町まで１０ｋｍの
道のりを，時速ｘｋｍの自転車で走ったらｙ時
間かかった。
（１０ｋｍの道のりを自転車でｘ時間かけて
走ったときの速さは時速ｙｋｍになった。）

解　答　例

評価の観点 問題形式

目
標
正
答
率

中学校第１学年　単元別確認テスト８　出題のねらい及び解答例，評価の観点，目標正答率一覧　　

　〔４章３　反比例（啓林館 P.120～P.127）〕　〔４章３　反比例（東京書籍 P.124～P.133）〕

〈学習指導要領〉
　(1)具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを通して，比例，反比例の関係についての理解を深め
   るとともに，関数関係を見いだし表現し考察する能力を培う。

　　イ　比例，反比例の意味を理解すること。
Ｃ　関数

　　ウ　座標の意味を理解すること。

（－0.5）

反比例のグラフをかくことができる。

反比例の意味を理解している。
　記号…(イ)
　理由…x,yの値の積がｰ60で一定なので

反比例のグラフの特徴を理解している。

　　エ　比例，反比例を表，式，グラフなどで表し，それらの特徴を理解すること。

問
題
番
号

出　題　の  ね  ら　い

ｙ＝
180

χ

－
１

２
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○ 次の(ア)～(ウ)について，あとの問いに答えなさい。 

(ア) プールに水を入れるのに，１本の管で８時間かかるそうです。同じ管を 

２本使うと，何時間かかるでしょう。 

(イ) 清水さんは中学３年生です。清水さんの 50ｍ走の記録は１年生のときに 

７秒８で，２年生のときに７秒２でした。今年の清水さんの 50ｍ走の記録 

はどれくらいでしょう。 

(ウ) 紙を50枚重ねた厚さは２㎝です。この紙を重ねた厚さが 15㎝になって 

いるとき，およそ何枚あるでしょう。 

 

① 比例の関係をもとに考える問題を(ア)～(ウ)の 

中から選び，記号で答えなさい。 

② 反比例の関係をもとに考える問題を(ア)～(ウ) 

の中から選び，記号で答えなさい。 

［①② 知識・理解］ 

 

○ 右の図のように天秤の左側３cmの場所に60ｇのおもり 

Ａをつけている。その時，右側のχcmの場所にｙｇのお 

もりＢをつけるとして，次の問いに答えなさい。  

③ 天秤がつり合うときｙをχの式で表しなさい。 

 

 

 

④ おもりＢの重さを３倍にしたとき，おもりＢをつける場所をどのように変えた

ら天秤はつり合いますか。 

 

 

 

                             

 

 

 
 

○ 兄弟が 100ｍ競走をしました。次のグラフは，２人が同時にスタートして，χ秒

後にｙｍ走った様子を表したものです。次の問いに答えなさい。                   

（m）                         ⑤  弟の速さは秒速何ｍですか。 

                           

 

    ⑥ 兄の走った様子を，χとｙの関係式に表し 

なさい。 

 

      

               ⑦ 兄がゴールしたとき，兄と弟の距離を図の 

                 中に記入しなさい。 

             （秒） 

［③⑤⑥ 技能］ 

   ⑧ 兄と弟が同時にゴールできるように，次のような条件を付けてスタートし

ようと考えました。                (例)  (ア)の場合 

                              

                             

     弟 

                                   兄  

例のように略図をかいて考え，兄と弟が同時にゴール 

できる条件を，(ア)～(エ)の中からすべて選びなさい。     

   (イ)       (ウ)       (エ)                          

          

 

 

［④⑦⑧ 見方や考え方］ 

単元名：〔比例，反比例の利用（啓林館）〕〔比例と反比例の利用（東京書籍）〕 

 

１年（  ）組（  ）番 名前（           ）  

①②      ③⑤⑥    ④⑦⑧     得点 

（  ／２） （  ／３） （  ／３）  （  ／８） 

知識・理解   技能    見方や考え方      

                

                

(ア) 兄のスタートを４秒遅らせる。 

(イ) 弟のスタート地点を20m進める。 

(ウ) 兄のスタート地点を20m下げる。 

(エ) 弟を４秒前にスタートさせる。 

             

100 

 50 

10 20 0 

（秒） 

・

・・

（m） 

０ 

兄 

弟 

Ａ 



　　単　　元　　名

見
方
や
考
え
方

技
能

知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

① ○ ○ 90%

② ○ ○ 90%

③ ○ ○ 80%

④ ○ ○ 80%

⑤ ○ ○ 90%

⑥ ○ ○ 80%

⑦ ○ ○ 80%

⑧ ○ ○ 70%

3 3 2 2 5 1 83%合　　計　　８　　問　　

略図は省略
（ア），（イ），（エ）
必ず略図もかいておくこと

比例のグラフの見方や考え方を生かして，簡単なグラフを利用して答えを考えるこ
とができる。

グラフの中から具体的な情報を見つけることができる。 省略（兄弟の距離は２０ｍ）

比例の見方や考え方を，どのような場面でどのように用いるかを理解している。 （ウ）

反比例の見方や考え方を，どのような場面でどのように用いるかを理解している。 （ア）

　　　　　　　ｙ＝

秒速5m

ｙ＝　　　χ

ともなって変わる二つの数量の関係を，反比例の見方や考え方を生かして考えるこ
とができる。

支点からの距離を　　　にする

グラフから情報をよみとり，比例の式に表すことができる。

グラフから情報をよみとり，速さを求めることができる。

具体的な事象の中にある二つの数量の関係を反比例の式に表すことができる。

問題形式
目
標
正
答
率

問
題
番
号

出　題　の  ね  ら　い 解　答　例

評価の観点

　　オ　比例，反比例を用いて具体的な事象をとらえ説明すること。　Ｃ　関数

中学校第１学年　単元別確認テスト９　出題のねらい及び解答例，評価の観点，目標正答率一覧  

　〔４章４　比例, 反比例の利用（啓林館 P.128～P.131）〕　〔４章４　比例と反比例の利用（東京書籍 P.134～P.136）〕

〈学習指導要領〉
　(1)具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを通して，比例，反比例の関係についての理解を
    深めるとともに，関数関係を見いだし表現し考察する能力を培う。

１

３

180

χ

25

4
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 Ａ

Ｂ Ｃ
Ｐ
・

Ｄ 
Ｅ 

 

 

 

 

 

○ 四角形ＡＢＣＤは，ＡＤ//ＢＣ，ＤＣ⊥ＢＣの台形です。次の問いに答えなさい。 

① あ の角を，記号を使って表しなさい。 
 
 

 

          [① 知識・理解] 
               ② 頂点Ａと辺ＢＣとの距離を答えなさい。 

 

 

○ 次の問いに答えなさい。 

③ 次の図の△ＡＢＣを直線ＭＮを    ④ 次の図の直角を利用して，45°の 

対称の軸として，対称移動した      ∠ＸＯＹを作図しなさい。また， 

△ＰＱＲをかきなさい。         アルファベットも記入しなさい。 

 

      

 

 

 

  

 

 

 

                           

 

⑤ △ＡＢＣで，頂点Ｂから辺ＡＣへ 

  の垂線を作図しなさい。 

        

 

 

 

[②～⑦ 技能］ 

 

 

 

 

 

 

○ 次の図１のように△ＡＢＣの辺ＢＣ上に点Ｐをとり，頂点Ａを点Ｐと重なるよ

うに折ることにしました。このとき，できた折り目の線分と辺ＡＢ，辺ＡＣとの

交点をそれぞれＤ，Ｅとするとき，次の問いに答えなさい。 

 

⑥ 次のことがらのうち，正しい     

ものをすべて選んで，記号で 

答えなさい。 

     (ア) ＡＤ＝ＰＤ                

     (イ) ＡＤ＝ＢＤ                

     (ウ) ＡＰ⊥ＤＥ 

    （エ）ＤＰ⊥ＢＣ 

    

                   

 

⑦ 右の図２に折り目の線分ＤＥを作図しなさい。                                    

 

○ 次の問いに答えなさい。 

⑧ 次の図は長方形を１２等分して合同な直角三角形を１２個作ったものです。 

△ＡＢＪを２回の移動で△ＥＱＦに重ね合わせるには，どのように 

したらよいですか。移動の方法を説明しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［⑥⑧ 見方や考え方］ 

単元名：〔直線図形と移動，基本の作図（啓林館）〕〔図形の移動，基本の作図（東京書籍）〕 
 
 

１年（  ）組（  ）番 氏名（           ）  

①     ②～⑤⑦    ⑥⑧    得点 

（  ／１） （  ／５） （  ／２） （  ／８） 

知識・理解   技能    見方や考え方      

Ａ

Ｂ Ｃ
Ｐ
・

ＣＢ

Ａ

9cm 

あ 

5cm 

m 

6cm 

4cm 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｍ 

Ｎ 

A 

B C 

D 

P 

 

（図１） 

（図２） 



　　単　　元　　名

見
方
や
考
え
方

技
能

知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

① ○ ○ 90%

② ○ ○ 90%

③ ○ ○ 90%

④ ○ ○ 90%

⑤ ○ ○ 80%

⑥ ○ ○ 80%

⑦ ○ ○ 80%

⑧ ○ ○ 70%

2 5 1 1 2 5 84%

問題形式
目
標
正
答
率

中学校第１学年　単元別確認テスト１０　出題のねらい及び解答例，評価の観点，目標正答率一覧

〔５章１　直線図形と移動（啓林館 P.136～P.148），５章２　基本の作図（啓林館 P.149～P.154）〕
〔５章１　図形の移動（東京書籍 P.140～P.150），５章２　基本の作図（東京書籍 P.151～P.164）〕

〈学習指導要領〉

Ｂ　図形

(1) 観察，操作や実験などの活動を通して，見通しをもって作図したり図形の関係について調べたりして平面図形についての理解を
　深めるとともに，論理的に考察し表現する能力を培う。

　　 ア　角の二等分線，線分の垂直二等分線，垂線などの基本的な作図の方法を理解し，それを具体的な場面で活用すること。

　　 イ　平行移動，対称移動及び回転移動について理解し，二つの図形の関係について調べること。

問
題
番
号

図は省略

評価の観点

移動前と移動後の２つの図形の関係を調べ，線分の関係を考えることができる。

角の表し方を理解している。 ∠ＡＰＤ（∠ＤＰＡ）

対称移動の意味を理解し,図に表すことができる。

角の二等分線を利用して，45°の角を作図することができる。

直線上にない点から垂線を作図することができる。

（ア），（ウ）

図は省略
作図に必要な直線や円がなければ，不正解
アルファベットの記入がなければ，不正解

(例)△ＡＢＪをＪＰを対称の軸として対称移
動して△ＩＱＪに重ねる。さらに，△ＩＪＱ
を点Ｑを回転の中心として右回りに１８０度
回転移動して△ＥＱＦに重ねる。

合　　計　　８　　問　　

平行移動，回転移動，対称移動を組み合わせて，図形を移動する方法を考えること
ができる。

出　題　の  ね  ら　い 解　答　例

点と直線の距離の意味を理解している。

図形の対称性に着目して，垂直二等分線の作図をもとに，適切な作図の方法を考え
ることができる。

４㎝

図は省略
作図に必要な直線や円がなければ，不正解
アルファベットの記入がなければ，不正解


